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-日時 平成30年12月9日(日) ・会場:大阪府銭灸師会館3階
・雲師 日本銀灸研究会代表 篠原孝市先笠

-医道の日本2018年12月号 7臨床lζ活かす古典陶.79 解読その4~ のお話より

気の医学というちのが、中国医学の病証学の形成に関係しているというふうに震近患うようになった。

f気Jに隠しては深淵な醤字書のような本が出ている。 雲脅に雲ってしまえば f気の医学Jとは、からだ

の中をみる方法がないところから発展した医学といえる。たとえば血圧や尿検査、血液検査などは中国医

学の方法では一切わからない。

中国医学の訴診で血圧はわからない。 まして尿検査、血液検査の遷々の項目で中国医学の病証はわから

ない。

からだの中の状態はわからなくて、からだの表面にあらわれる症状や訴状、 そのほかの色々な所見しか

診断方法がないちのが、おそらく f気の医学Jということなのだろうと患う。

直観して何かがわかると言うひともいるが、直重量ち何もない、ただ何ちわからないというようなことが

f気の医学Jではないかと患う。

E買がいたくて汗がよくでるというものと、 渡がいたくて尿力?でないというちのは別の病態だというよう

に、 その分乗車を長いあいだに行い、しかち病態Aと病態Bを関係付付ていき、できたちのが中国医学の病

証学だと思う。
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帝目。差。病之中外何如。

帝日く、 蓄し。病の中外、何如ん{い力、ん)、 と。

(訳文)

帝が言った。 rよろしいJ
fでは、 病の内外とは、どのようなものかJ

(島幸説)

中外 :方薬中i立、 著書 J黄帝内経運主主七篇E霊祭二で f内外Jのことという。

岐伯目。調書事之方。必別陰露。定冥中外。各守異郷。内省内治。外省外治。微者調之。英次平之。盛奮

さ幸之。汗奮下之。寒然遺涼。表之以属。随冥倣1向。謹道主日法。菖重量菖金。主主血正平。長有天命。

岐他日く、主主を調うる (ととのうる)の方(みち}、必ず陰陽 (いんよう)を別ち (わかち)、冥の

(その)中外を定め、 各々冥の郷を守る。

内なる者は凡な台(ないち)し、外なる者{まタ宇治(がいち)す。

書聖なる者は之れ(これ)を調え、冥の次は之れを平らぐ{たいらぐ)。

盛んなる者は之れを奪い、汗(;1馬村)する者I主フれ宥下1，、室長笥湿涼、之れを衰えしむるに嵐 (ぞく)

を以て(ちって)し、 冥の(その)利する彼(ところ)に隠う (したがう}。

還を謹むこと法の如くなれば [遣を謹みて法の如くすれば】 、震重量裏金 ((ぎんさよばんぜん)、 主主

血正に平らかにして、 長く天命を有つ (たちつ)、と。



(訳文)

岐伯ガt答える。 r治療には陰陽の病の区別をつける。疾病がからだの深いところにあるか浅いところに

ある力溌生部位を定める。8のおのそα淵をまちる。車歪微な病というちのは強い薬を用いないで、その症

状の性質にちとづいて薬物や食物によって義和さぜれば良い。疾病が少し重くなった状態では薬物の作用

のより強いちのを選んで、それによって平定する。疾病の症状の震関がはげしくて重いちのには、強い薬

を使い邪気を(汗や便として)急いで体外へ出してやる。寒鈴温涼、それぞれの性格を持った薬によって

病気の邪気というちのを衰え減らすには、その所震(病気の性質にちとづく一番親平田主のある場所、たと

えば国立肝、寒{ま腎)をもってする。室長圭き温i京の薬を効力、ゼる場合{立、病位や病勢にちとづいて一番効果

のあるところにしたがって使うj

『疾病の診断、治療のやり方をそのようにすれば、効かないちのはない。正常な健康の状態で長く天命を

保つことができますj

(祭説)

方薬中 (ほうやくちゅう)著 7黄帝内経素問遺書主七富諸島ZLのように一つ一つのこと{ぎに主主をつけてい

る本は、中国にちあまりない。 ここではその注祭を引き参考とする。

I弱気Jは治療のこと。 r陰陽jは疾病が陰の病か憾の病かということ。 r中外jは内外のこと。

『幸読者Jは軽微な病のこと。

『汗香下之J ()'干する者r:tフれ房下Il)という文章は疑いがあるo r汗之下之J (，::れ春汗( .J~ t~れ者下

lL)にしないと文章の意味方唱らない。陽実ならば汗を出さゼて、陰実であれば下してやる。'"訳文は

後者を採った。

『道J(ま診断治療の方法のこと。 riJ富拳湾全 (ばんきょぱんぜん)Jは百分の百有効なことだという。

I気血正平Jは正常な健康な状態のこと。 r長有天命J(ま健康長寿のこと。

『各守異郷J: 張燦こう {こうは玉へんに甲)というひとは f軍事Jとは区域の意味だという。たとえば

風であれば肝の蔵に童話容を与えるので、その蔵を守るという意味ではないかと考える。

帝目。善。

帝臼く、蓄し、 と。

(訳文)

帝が言った。 rよろしいJ

運気論Iま、ここで完了です。 2019年室長著書l立、著至教諭篇第七十五がはじまっています。 JヨE闘』の道の

りもそろそろ終盤です。 1重量悶よの森をさEいてみまぜんか。毎月休まず第二日曜です。

(素間勉強会世話人 東大阪慰或必本政己)


